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一般会計は村の会計の中心を成すもので、行政運営の基本的な経費を網羅

して計上している会計です。特別・企業会計で計上される以外のすべての

経理を一般会計で処理しなければならないこととされています。

●特別会計 行政の活動が多岐にわたると会計処理が難しく
なり、その内容も理解しにくくなるので、一般

会計から切り離して特定の事業の歳入歳出を処

理する会計です。

●基金

財政調整基金

奨学基金

芸術振興基金

国際交流基金

地域福祉基金

総合福祉施設建設基金

石神小学校建設基金

国民年金印紙購入基金

臨界事故事後対策基金

総合福祉施設運営基金

国民健康保険支払準備基金

介護給付費準備基金

14億8,624万7千円

1億4,225万3千円

1,000万円

1,873万9千円

2億1,129万3千円

3億1,009万6千円

11億6,662万8千円

3,000万円

249万8千円

8,806万6千円

4,869万4千円

1,484万4千円

会計

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

東海駅西土地区画整理事業

東海駅東土地区画整理事業

東海駅西第二土地区画整理事業

東海中央土地区画整理事業

東海村公共下水道事業

合計

予算額

18億6,883万3千円

21億1,286万7千円

7億8,746万円

8,180万5千円

5億6,564万7千円

4億5,321万8千円

1億4,013万8千円

18億4,884万7千円

78億5,881万5千円

調定額

20億6,561万5千円

21億4,352万6千円

7億8,613万5千円

8,172万9千円

5億6,563万7千円

4億5,313万9千円

1億4,003万8千円

18億2,047万円

80億5,628万9千円

負担行為額

17億3,213万8千円

20億6,246万6千円

7億4,165万6千円

3,594万7千円

4億9,160万2千円

3億943万5千円

1億1,629万2千円

16億9,907万6千円

71億8,861万2千円

特定の事業を実施す

る目的で、一般会計

から分離して積み立

てている資金です。

歳出　　負担行為額合計：151億4,230万9千円（執行率96.9％）

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
の
予
算
執
行
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

な
お
地
方
自
治
体
の
会
計
閉
鎖
は
、
二
か
月
の
整
理
期
間
が
あ
る
た
め
に
五
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
回
の
公
表
は
決
算
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
会
計
閉
鎖

後
、
決
算
監
査
お
よ
び
議
会
の
承
認
を
経
て
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

平
成

13
年
度
予
算
の
執
行
状
況
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●一般会計

●問合せ 村の「財政事情書」に関するお問い合わせは、企
画総務部企画財政課財政係（　282-1711　内線

1332）で受け付けています。

●村債

借入先

国（年金、郵便貯金資金）

国（簡易保険資金）

公営企業金融公庫

銀行等

全国自治協会

環境事業団

茨城県市町村振興協会

茨城県

国（年金、郵便貯金資金）

国（簡易保険資金）

公営企業金融公庫

銀行等

現在高

56億3,553万4千円

21億6,165万9千円

6億7,714万2千円

6億2,050万6千円

4,195万円

1億7,952万円

7,392万円

3億9,382万9千円

36億5,610万5千円

26億3,051万5千円

27億9,088万円

480万円

188億6,636万円

村が特定の施設整備等を行

う際に借り入れる資金です。

会計

一般

会計

下水道

会計

合計

●村民の負担額

●村の財産

土　　地

126万7,346.65㎡

有価証券、出資による権利

29億2,331万8千円

建　　物

9万9,491.90㎡

１世帯当たり

88万5,750円

世帯数：1万2,407世帯

村税の収入済額を世帯数および人

口で割ったもので、１世帯・１人当

たりの平均負担額ではありません。

１人当たり

31万6,272円

人口：3万4,747人

歳入　　調定額合計：158億9,811万5千円（執行率101.7％）
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　食中毒は１年中発生する

ものですが、特に暑くなり

始めるころから患者数が増

加し、１年間に起こる件数

の約７割が６月から10月に

発生しています。私たちを取り巻く衛生環境

は、昔に比べて良くなったにもかかわらず、食

中毒の患者数はこの20年間減少していません。

むしろ、腸炎ビブリオや病原性大腸菌Ｏ157に

よる食中毒が増えたことで、発生件数は増加傾

向にあります。食中毒は、ときとして生命にか

かわることもありますので、正しい知識を身に

付け、しっかりと予防することが大切です。

・品質や期限表示を確認し、新鮮な物を選ぶ。

・生鮮食品、冷蔵・冷凍食品は早く持ち帰る。

・冷蔵庫や冷凍庫に食糧を詰め過ぎずに（容量

の７割ぐらい）適温(冷蔵庫は10度以下、冷凍

庫はマイナス15度以下)を維持する。

・食品を早めに使い切るようにする。

・せっけんでよく手を洗う。

・まな板等の調理器具、台所を清潔にする(ス

ポンジ等は煮沸し、包丁等は洗った後、熱湯

食中毒が多発する季節になりました

あなたの食事作りをチェックしてみませんか？
をかけると消毒効果あり)。

・冷凍食品を調理台に放置して解凍しない。

・野菜は必ずよく洗う。

・電子レンジを使う場合には、調理時間に気を

付け、熱の伝わりにくいものは時々かき混ぜ

て十分に加熱する。

・清潔な手・器具・食器で食事を摂る。

・調理後の食品は早く食べる。

・小分けして冷蔵・冷凍保存にする。

・温め直すときには十分に加熱する。

・時間がたち過ぎたものは思い切って捨てる。

　食中毒で起こる腹痛や下痢、吐き気、発熱な

どの症状は、原因物質に対する体の防御反応で

すので、市販の薬を服用することはよくありま

せん。すぐに病院へ行きましょう。

　福祉部保健年金課保健予防係（　282-1711　内

線1134）または、ひたちなか保健所衛生課（〒312-

0005　ひたちなか市新光町95　　265-5645）

食品の購入

調理の下準備をするとき

食事をするとき

残った食品の扱い

飲食物取扱い従事者の保菌検査のお願い　　
　
　
　
　

●日 程 等

●検査手数料　

　　赤痢菌・サルモネラ菌のみ･･･700円／件　

　赤痢菌・サルモネラ菌と病原性大腸菌Ｏ

日　　時

　157･･･1,000円／件

●そ の 他

　 当日は、食品衛生責任者自主管理記録簿

と、食品衛生協会の各組合長・ひたちなか保

健所・福祉部保健年金課備え付けの検査容器

と検査連名簿をご持参ください。

●問 合 せ

　　ひたちなか保健所健康指導課(〒312-0005

ひたちなか市新光町95　　265-5647)、検査

結果・成績表については、（財）茨城県総合検

診協会渉外課（〒310-0852　水戸市笠原町

489-5　　241-0011）へ直接お問い合わせくだ

さい。

場　　所

調理をするとき

家庭での保存方法 食中毒かなと思ったら･･･

問合せ

６月18日（火）
午後１時30分～３時30分

６月25日（火）
午後１時30分～３時30分

６月27日（木）
午後１時30分～３時30分

６月27日（木）
午前９時30分～11時30分

７月２日（火）
午後１時30分～３時30分

舟石川コミュニティセン
ター

ひたちなか市ヘルスケア
センター

ひたちなか市漁村セン
ター

ひたちなか保健所

ひたちなか市ヘルスケア
センター



● 5

な
人
た
ち
だ
ろ
う
」「
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
だ

ろ
う
か
」な
ど
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か

し
、
回
を
重
ね
て
い
く
間
に
少
し
ず
つ
打
ち
解
け

て
い
き
、
信
頼
し
合
え
る
心
、
活
発
な
意
見
に

よ
っ
て
話
し
合
い
も
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
役
場
の
皆
さ
ん
の
力
添
え
を
受
け
、

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

司
会
者
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら
見
渡
し
た

会
場
は
、
み
ん
な
の
明
る
い
顔
や
、
再
会
の
喜
び

で
満
ち
あ
ふ
れ
、
無
事
に
式
典
が
終
了
し
た
と
き

に
は
、
大
役
を
や
り
遂
げ
た
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
素
晴
ら
し
い

人
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
、
体
験
し
、
新
し
い
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

何
か
に
参
加
し
、
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
こ

と
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
と
し
て
成
人
式
に
参
加
で
き
た
こ
と

は
、
き
っ
と
良
い
思
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ぼ

く
は
、
こ
の
経
験
を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
東
海
村
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
あ
な
た
へ

　

東
海
村
の
花「
ス
カ
シ
ユ
リ
」は
、
東
海
村
発
足
三
十
周

年
を
記
念
し
て
、
昭
和
六
十
年
三
月
六
日
に
制
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

ス
カ
シ
ユ
リ
は
、
本
州
北
部
に
分
布
し
、
村
で
は
砂

丘
に
群
生
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
近
年
、
砂
地
の
荒
廃
や

乱
獲
に
よ
り
、
個
体
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
村
の
花

を
絶
滅
さ
せ
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
各
家
庭
で
も
花
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
増
殖
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生

涯
学
習
係（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
４
２
４
）

　スカシユリは、海岸のがけや砂地に生えるユ
リ科の多年草で、花びらの付け根にすき間ができ

ることから、この名が付けられています。高さは

30センチメートルから60センチメートルになり、

梅雨のころに、茎の上部に黄赤色の鮮やかな花を

上向きに１輪から３輪咲かせます。

　

平
成
十
五
年
東
海
村
成
人
式
の
実
施
日
は
、
平

成
十
五
年
一
月
十
一
日（
土
）に
決
定
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

来
年
、
成
人
式
を
迎
え
る
あ
な
た
!　

成
人
式
実

行
委
員
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

思
い
出
に
残

る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
企
画
し
ま
し
ょ

う
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
対　
　

象　

平
成
十
四
年
度
成
人
者
で
、
原
則

と
し
て
村
内
在
住
の
方

■
募
集
人
員　

十
人
程
度

■
内　
　

容　

成
人
式
の
企
画
運
営

■
申
し
込
み
・
問
合
せ　

六
月
二
十
八
日
（
金
）ま

で
に
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
４
２
４
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
四
年
一
月
十
四
日
。
こ
の
日
は
、
ぼ
く

に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に
な
り
ま
し
た
。「
成

人
式
の
実
行
委
員
」と
し
て
、
式
典
を
手
伝
う
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

初
め
て
の
委
員
会
の
集
ま
り
の
と
き
は
、「
ど
ん

成
人
式
実
行
委
員

　
　
　
　

を
終
え
て

　
　

村
松　

石
川
三
知
雄
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　今年度も、動物愛護事業の一環として、犬・

猫の避妊・去勢手術に助成金が交付されるま

す。子犬や子猫が生まれても、育てられなけれ

ば不幸な命を増やすことになります。繁殖を望

まない場合には、必ず不妊手術や去勢手術を受

けてください。動物を飼うということは、命を

預かるということです。飼い主にはその命を大

切にし、生涯、面倒を見る責任があります。こ

れからペットを飼おうと考えている人は、飼育

に伴うさまざまなトラブルや経済的負担を良く

考慮し、新しい家族を迎え入れてください。

手術期間

９月１日（日）～12月20日（金）

対　　象

　飼い犬（畜犬登録および狂犬病予防注射の済ん

でいる犬）、飼い猫を対象とし、なおかつ避妊・

去勢手術が可能な条件を満たしている犬・猫

1,200頭。

申し込み

　経済環境部環境保全課または（社）茨城県獣医

師会会員が開設する動物病院に備え付けのはが

きに、飼い主の住所・氏名・電話番号と犬・猫

の種類、雄・雌の種別、名前、年齢、毛色を明記の

上、７月31日（水）（必着）までに（社）茨城県獣医師

会へ申し込みください。

そ の 他

　審査の上、応募者には８月25日（日）ごろまで

に通知します。なお、助成額は避妊手術につい

ては4,000円、去勢手術については３,000円と

なっています。

問 合 せ

　経済環境部環境保全課環境保全係（　282-1711

　内線1452）または（社）茨城県獣医師会（〒310-

0851　水戸市千波町1234-20　　241-6242）

　村では｢電動生ごみ処理機｣を購入する方に対

し、１世帯当たり１基に限り、２万円を上限に

補助します。

注 意 点

①予算の範囲内で補助しますので、申し込みが

120基になり次第締め切ります。

②価格は販売店および機種によって異なります

ので、取扱販売店で確認してください。

③｢電動生ごみ処理機｣で発生したたい肥は、設

置者自ら処理してください。

取扱販売店

申し込み

　経済環境部環境保全課（午前９時から正午、午

後１時から４時30分まで）に申し込みを済ませ

てから、印鑑を持参の上、販売店で購入機種を

選択してください。

問 合 せ

　経済環境部環境保全課環境保全係（　282-

1711　内線1452）

犬・猫の避妊・去勢手術

に助成金が出ます

販売店（順不同）
広木電機
ミズコシデンキ
橋本機工金物（株）
デンキプラザマツモト（松本電器）
（有）いさと
イオン（株）ジャスコ東海店
（株）川崎電機商会
東海電機商会
帝石プロパンガス（株）東海営業所
（株）中村住設店
ヒラノデンキ
東海農工（株）
（株）東海富士電化センター
光陽無線　東海店
河野商事
伊藤電気工事
（有）野上住設
（株）北フジコー　東海営業所

電話番号
282-9427
283-1138
282-1010
282-0324
282-3015
287-3311
282-1685
282-2598
282-1234
282-1875
282-8613
282-2786
282-2785
282-2405
282-1821
283-2977
282-4076
282-7115

　

平
成
十
四
年
第
二
回
東
海
村
議

会
定
例
会
の
本
会
議
は
、
一
般
質

問
が
六
月
十
七
日
（
月
）
、
十
八
日

（
火
）
、
十
九
日
（
水
）
、
議
案
審
議

が
二
十
日
（
木
）
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

定
例
会
の
本
会
議
は
、
傍
聴
券

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
等
を
記
入

す
る
だ
け
で
、
だ
れ
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
の
受

け
付
け
は
、
当
日
の
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
議
会
事
務
局（
役
場
行
政

棟
２
階
）で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
請
願
す
る
方
は
、
定
例

会
の
三
日
前
ま
で
に
、
任
意
の
用

紙
に
提
出
年
月
日
・
件
名
・
趣

旨
・
住
所
・
氏
名
（
法
人
は
所
在

地
・
代
表
者
・
連
絡
先
）を
記
載
し

押
印
の
上
、
議
会
事
務
局
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
紹
介
議
員
一
人
以
上

の
署
名
・
押
印
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局（　

282

局
１
７
１
１　

内
線
１
２
８
１
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

傍

席

聴
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問合せ　（財）茨城県体育協会　笠松運動公園管理事務所（ひたちなか市佐和2197-28　　202-0808）

屋内水泳プール兼アイススケート場がオープンしました

利用案内

メインプール
利用時間

１時間

午前８時30分～正午

正午～午後５時

午前８時30分～午後５時

サブプール

１コース

15,300

 53,550

 76,500

130,050

メインプール（２時間）

500／人

350／人

250／人

トレーニングルーム（２時間）

500／人

300／人

300／人

対　　象

大　　人

中・高校生

小学生以下

単位：円

単位：円

笠松運動公園

　メインアリーナには、長さ50メートル、幅

25メートル、10コースを確保した水深３メー

トル（最深）の国際公認のメインプールと、幅25

メートル、長さ22メートル、水深５メートル

（最深）の国際公認飛び込みプールの２つのプー

ルを設置しています。またメインプールは、秋

季、冬季にはプール床をプールサイドと同じ高

さにまで上げ、その上にアイスリンクを設置

し、アイススケート場へ様変わりします。長さ

60メートル、幅30メートルのアイスリンク

は、フィギアスケート、ショートトラック、ア

イスホッケーなどの競技大会が開催できるほ

か、スポーツ・レクリエーションの場としても

ご利用が可能ですので、どうぞご来場ください。

メインアリーナ

メインプール 飛び込みプール

サブアリーナ

　サブプールには、長さ50メートル、幅25

メートル、８コースがあり、プール中央に壁を

立ち上げることにより、長さ25メートルプール

にできることが大きな特徴となっています。短

水路（25メートル）大会が行えるほか、各種練習

もできますので、健康増進や体力づくりに、皆

さんお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

サブプール

ご案内

ご案内

１コース

※貸スケート靴は350円／回となります。また、トレーニングルームは９月にオープンします。

全　　面 全　　面 片　　面

ア イ ス

ケート場

飛び込み

プ ー ル

6,200

21,700

31,000

52,700

12,300

43,050

61,500

104,550

5,800

20,300

29,000

49,300

17,700

61,950

88,500

150,450

アイススケート場（１回）

1,200／人　　　　

900／人　　　　

600／人　　　　

1,600／時

午前９時～午後９時（屋内水泳プール・アイススケート場は、毎週水曜日が休館日）

50メートル

1,600／時

25メートル

800／時

※アマチュアスポーツ以外で使用される場合は、料金が異なりますので、詳しくは管理事務所へお問い合わせください。また、利用期
間はメインプール・飛び込みプールが８月31日から、サブプールは通年、アイススケート場は11月初旬から３月までとなります。

●団　　体

●個　　人

●利用時間
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スポーツ教室 　 盛りだくさん!が

心地よい汗を流しませんか？

　

●日　　時 ７月６日から８月３日までの毎

週土曜日　午後２時～３時30分　

●場　　所 総合体育館

●内　　容 柔道・空手（各２回）

●対　　象 村内在住・在勤の方

●参 加 費 1,000円／人

●申し込み・問合せ　６月13日（木）の午前９

時以降に、参加費を添えて、総合体育館

（　283-0673)へ申し込みください。

東海村武道教室

東海村弓道教室

「テニス」を楽しもう!

東海村柔道連盟

第３回ビギナーダブルス・テニスの集い
●期　　日 ７月14日（日）

●時　　間 午前９時～午後３時

●場　　所 村テニスコート

●対　　象 村内在住・在勤の方、および村

テニス連盟登録者

●定　　員 先着50人

●内　　容 テニス指導（基本練習、ダブル

ス練習）、ダブルス

●参 加 費 500円／人

●申し込み ６月15日（土）までに、村テニス

コートクラブハウスに備え付けの申込用紙

に必要事項を記入の上、申し込みください。

●そ の 他 ボールは村テニス連盟で用意し

ます。

●問 合 せ 山本偉政さん（　287-1162）

平成14年度初・中級テニス教室
●期　　日 ６月22日（土）・23日（日）・29日

（土）・30日（日）、７月６日（土）・７日（日）

●時　　間 土曜日…午後１時～３時　日曜

日…午前９時～11時

●場　　所 村テニスコート

●対　　象 村内在住・在勤の方、および村

テニス連盟登録者

●定　　員 先着50人

●参 加 費 1,500円／人

●申し込み ６月15日（土）までに、村テニス

コートクラブハウスに備え付けの申込用紙

に必要事項を記入の上、申し込みください。

●そ の 他 ボールは村テニス連盟で用意し

ます。

●問 合 せ 山本偉政さん（　287-1162）

「武道」を楽しもう!

●日　　時 ７月４日（木）から８月３日（土）

までの毎週木・土曜日（全10回）　午後７時

～９時　

●場　　所 総合体育館

●対　　象 村内在住・在勤の方（先着30人）

●参 加 費 1,000円／人

●申し込み・問合せ　６月13日（木）の午前９

時以降に、参加費を添えて、総合体育館

(　283-0673)へ申し込みください。

　柔道連盟では、楽しく柔道をする仲間を募

集します。

●日時・場所　幼稚園年中以上の方…毎週水

曜日の午後６時から／総合体育館　幼稚園

年中から中学生までの方…毎週日曜日の午

前９時30分から11時30分まで／東海南中学

校格技場

●申し込み・問合せ　尾崎嗣朗さん（　282-

7056）
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高
校
生
介
護
入
門
コ
ー
ス

●
期　
　

日

七
月
二
十
五
日（
木
）

●
見

学

先

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー

●
内　
　

容

講
話
や
実
際
に
介
護
用

品
を
使
っ
た
実
習
な
ど

●
対　
　

象

県
内
在
住
の
高
校
生

●
発
着
場
所

水
戸
駅
南
口
駅
南
大
橋

（
午
前
九
時
発
、
午
後
四
時
三
十
分

着
）

●
締
め
切
り
日　

六
月
二
十
八
日（
金
）

●
そ

の

他

運
動
靴
、
運
動
の
で
き

る
服
装
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ａ

●
期　
　

日

八
月
九
日（
金
）

●
見

学

先

①
県
自
然
博
物
館　

②

県
霞
ヶ
浦
流
域
下
水
道
事
務
所

●
内　
　

容

体
験
学
習
、
館
内
自
由

見
学

●
対　
　

象

県
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
必
ず
保
護
者
同

伴
）

●
発
着
場
所

日
立
駅
中
央
口（
午
前
八

　

「
県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
は
、
県
の
施

設
等
の
見
学
を
通
し
て
、
県
民
の
皆
さ

ん
に
県
政
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
定　
　

員

各
コ
ー
ス
と
も
三
十
人

(

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
）

●
内　
　

容

①
施
設
な
ど
の
見
学　

②
車
中
学
習（
参
加
者
に
配
布
さ
れ
る

資
料
や
バ
ス
車
内
で
の
ビ
デ
オ
上
映

に
よ
り
、
県
政
の
話
題
や
概
要
な
ど

に
つ
い
て
の
学
習
を
行
い
ま
す
）

●
そ

の

他
　

昼
食
や
飲
み
物
、
筆

記
用
具
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。　

雨
天
決
行
と
し
ま
す
。　

複

数
に
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
が
、
い

ず
れ
か
一
つ
の
コ
ー
ス
に
参
加
が
決

定
し
た
方
は
、
ほ
か
の
コ
ー
ス
へ
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。　

同
一
コ
ー

ス
に
複
数
の
は
が
き
に
よ
る
申
し
込

み
は
、
不
可
と
し
ま
す
。　

バ
ス
で
巡
る
身
近
な
県
政

県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス

参
加
者
募
集

時
発
、
午
後
四
時
三
十
分
着
）

●
締
め
切
り
日　

六
月
二
十
八
日（
金
）

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｂ

●
期　
　

日

八
月
二
十
一
日（
水
）

●
見

学

先

①
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

②
県
霞
ヶ
浦
流
域
下
水
道
事
務
所

●
内　
　

容

セ
ン
タ
ー
内
見
学
ツ

ア
ー

●
対　
　

象

県
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
必
ず
保
護
者
同

伴
）

●
発
着
場
所

水
戸
駅
南
口
駅
南
大
橋

（
午
前
九
時
三
十
分
発
、
午
後
四
時

着
）

●
締
め
切
り
日　

六
月
二
十
八
日（
金
）

県
政
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ａ

●
期　
　

日

十
月
十
八
日（
金
）

●
見

学

先

①
常
陸
那
珂
港　

②
那

珂
久
慈
流
域
下
水
道
事
務
所　

③
県

天
心
記
念
五
浦
美
術
館

●
対　
　

象

県
内
在
住
で
十
五
歳
以

上
の
方（
中
学
生
と
県
職
員
を
除
く
）

●
発
着
場
所

笠
間
駅（
午
前
七
時
五
十

分
発
、
午
後
四
時
四
十
五
分
着
）、
岩

間
駅（
午
前
八
時
十
五
分
発
、
午
後
四

時
二
十
五
分
着
）

●
締
め
切
り
日　

九
月
二
十
日（
金
）

県
政
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｂ

●
期　
　

日

十
月
二
十
三
日（
水
）

●
見

学

先

①
常
陸
那
珂
港　

②
那

珂
久
慈
流
域
下
水
道
事
務
所　

③
県

天
心
記
念
五
浦
美
術
館

●
対　
　

象

県
内
在
住
で
十
五
歳
以

上
の
方（
中
学
生
と
県
職
員
を
除
く
）

●
発
着
場
所

水
戸
駅
南
口
駅
南
大
橋

（
午
前
八
時
二
十
分
発
、
午
後
四
時
三

十
分
着
）

●
締
め
切
り
日　

九
月
二
十
日（
金
）

県
政
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｃ

●
期　
　

日

十
一
月
一
日（
金
）

●
見

学

先

①
県
窯
業
指
導
所　

②

県
陶
芸
美
術
館　

③
県
庁
舎

●
対　
　

象

県
内
在
住
で
十
五
歳
以

上
の
方（
中
学
生
と
県
職
員
を
除
く
）

●
発
着
場
所

北
茨
城
市
役
所（
午
前
八

時
二
十
分
発
、
午
後
五
時
着
）、
高
萩

市
文
化
会
館（
午
前
八
時
五
十
分
発
、

午
後
四
時
三
十
分
着
）

●
締
め
切
り
日　

九
月
二
十
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
合
せ

　

官
製
往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス
、

参
加
日
、
希
望
発
着
場
所
お
よ
び
参
加

者
全
員(

は
が
き
一
枚
で
四
人
ま
で
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
）
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
（
学
年
）
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
茨
城
県
県
北
総

合
事
務
所
県
民
生
活
課「
県
政
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
係
（
〒
310
ー
０
８
０
２　

水
戸
市

柵
町
一
ー
三
ー
一　
　

225
局
２
４
９
０
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



10 ●

●みんなが集い、心温まる｢船場さくらまつり｣

●食生活の改善で健康になろう！

●１年の健康を願いつつ

ヤエザクラが美しく咲き誇る名所として知られる船場集会

所(営農生活改善センター)で４月28日、｢船場さくらまつ

り｣が開催されました。今年で４回目となるこの催しは、船

場区民の融和と親ぼくを図ることを目的に、区内の消防団

や在宅福祉サークルなどの各種団体の協力により、村の｢い

きいき地域活力助成金｣を利用して実施されたもの。この日

は、時折吹く風に桜の花びらが舞い落ちる中、子どもから

お年寄りまで多くの人々が会場を訪れ、グラウンドゴルフ

をはじめ、ヨーヨー釣りやバザーなどを楽しんでいました。

茨城県庁で２月13日に行われた「平成13年度県民健康づくり

表彰式」で、東海村食生活改善推進委員連絡協議会の樫村美

津子さん（舟石川在住）が「茨城県食生活改善推進団体連絡協

議会長賞」を受賞し、４月30日、その報告に村上村長を訪れ

ました。10年以上にわたる食生活改善活動への取り組みが

認められた今回の受賞に、「責任の重さを感じながら今後も

頑張ります」と今後の抱負を語る樫村さん。「１日30品目を目

標にバランス良く食事を取ることが健康づくりへの第一歩」

と健康づくりへのアドバイスもいただくことができました。

５月８日、「草もちづくり」が村松保育所（鈴木いつ子所長、

児童数73人）で行われました。この催しは、５月５日の「子

どもの日」を祝うとともに、新芽を食べて１年間を元気に過

ごすという目的で毎年行われているもの。４月に保育所の

近くの土手やあぜ道で児童が摘んだヨモギを、もち米と一

緒にこねて草もちにすると、歌をうたったり、紙芝居を見

たりして過ごしていた子どもたちは大喜び。草もちを団子

の形にこね、あんこやきな粉を上手にまぶして口いっぱい

に草もちをほお張ると、満足げな表情を浮かべていました。
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●広がった!!　友達の輪

●水害に備えて水防強化を図る

●子どもたちの笑顔と興奮に包まれて

●毎日を健康で過ごすために、食生活を工夫しよう！

４月23日から５月12日までの子ども読書週間にちなんだ「図

書館いっぱい!」が、５月11日、図書館で開催されました。こ
の催しは、子どもたちの読書を推進するとともに、さまざ

まな本が図書館に置いてあることを知ってもらい、図書館

を今まで以上に利用してもらおうというもの。参加した約

20人の子どもたちは、絵本などの読み聞かせや子ども向け

の詩集などの紹介、また、関係者以外に入室が許されない

閉架書庫などを案内されて大喜び。この日の図書館は、い

つも以上に、子どもたちの笑顔と興奮に包まれていました。

５月14日、日立市留町の久慈川河川敷で、久慈川水系防御

市町村(東海村ほか９市町村)による「久慈川水系連合水防訓

練」が実施されました。この訓練は、出水期を控えたこの時

期に、水防体制の強化と防災意識の高揚を図るため毎年行

われているもので、今年は関係市町村の消防団から団員約

450人が参加。「台風の影響で国道６号に架かる榊橋付近の

水位が上昇し警戒水位を超えた」との想定で、水防工法の基

本である「土のう」づくりを始めとした８種類の訓練に取り組

むことによって、水防活動の一層の強化を図っていました。

５月８日、60歳以上の方を対象にした「60歳からの食生活教

室」が石神コミュニティセンターで開催されました。この教

室は、生活習慣病にかかりやすい60歳を過ぎても毎日を健

康で過ごすために、食生活をもう一度考えて工夫してみよ

うというもので、参加した13人は、栄養士による講義「食材

と身体の関係」に熱心に耳を傾けました。また、講義後の調

理実習で、「さばの土佐漬け」など塩分を控えめにすると同

時に油を一切使用せずに調理した３品目の料理をとおし

て、毎日を健康で過ごすための食生活の工夫を学びました。

　　

５月23日、須和間幼稚園（市毛紀子園長、園児数51人）と南台

保育園（鈴木範子園長、園児数69人）の交流会が催されまし

た。この催しは　地域に開かれた幼稚園づくりを目指し、園

外の子と交流を深める　園外の子と触れ合い、社会性を身に

つける　職員同士の交流と子育てに関すること等の情報交換

をする――を目的に毎年続けられているもので、この日は南

台保育園の３歳から５歳までの42人が須和間幼稚園を訪問。

園児たちは思い思いの遊具で元気に遊びながら協調性を養う

とともに、成長の糧となる楽しいひとときを過ごしました。
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スポーツ（ドッジボール）を通じて人を育てる

舟石川子ども会ドッジボールコーチ
おお もり たつ じ

舟石川　大森　達治

　
　

【
俳　

句
】

短
か
な
る
花
に
無
常
の
春
疾
風

白
方　

根
本　
　

武

花
冷
え
の
手
を
擦
り
歩
く
朝
日
山村　

松　

松
本　

正
勝

春
の
風
ひ
ら
ひ
ら
お
ち
る
グ
ラ
ス
な
か

白　

方　

石
田
知
四
郎

鮮
や
か
に
あ
じ
さ
い
の
彩
雨
上
が
り
村　

松　

川
崎　

常
義

朝
一
度
見
る
手
鏡
に
若
葉
光

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

昨
日
よ
り
又
一
段
と
藤
の
花

内　

宿　

渡
辺　

あ
さ

せ
せ
ら
ぎ
の
雪
解
け
水
に
木
の
葉
舞
い

豊　

岡　

中
島
エ
ミ
子

指
ね
じ
り
口
と
が
ら
せ
て
種
を
蒔
く
白　

方　

柴
田　

一
声

キ
ャ
ベ
ツ
畑
行
先
限
定
蝶
と
ま
り白　

方　

根
本　

怜
子

ゆ
っ
た
り
と
東
海
も
田
植
え
無
事
祈
る

百　

塚　

川
勾　
　

清

母
と
子
は
そ
ろ
い
の
服
や
夏
み
さ
き
南　

台　

渋
谷
め
ぐ
み

　
　

【
短　

歌
】

水
張
り
し
田
毎
に
月
の
映
り
つ
つ
行
く
道
蛙
の
鳴
く
声

せ
わ
し

南　

台　

根
本
内
俊
男

腕
白
の
末
孫
き
ょ
う
は
入
園
式
装
う
姿
を
み
つ
つ
楽
し

も

村　

松　

高
橋　

正
弘

お
の
ず
か
ら
支
柱
に
か
ら
み
風
な
が
ら
絹
莢
え
ん
ど
う

白
き
花
咲
く

船　

場　

舛
井
庫
之
助

　

今
か
ら
二
年
前
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
始
め
た
子

の
お
母
さ
ん
か
ら「
今
度
の
大
会
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

の
コ
ー
チ
を
や
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」、
こ
の

一
言
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
遊
び
感
覚
の
つ
も
り

で
引
き
受
け
た
の
で
す
が
、
全
国
大
会
も
あ
る
と

聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

　

会
場
の
中
で
は
、
参
加
チ
ー
ム
の
多
さ
や
子
ど

も
た
ち
の
掛
け
声
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
よ

り
も
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
ボ
ー
ル
の
速
さ
や

ボ
ー
ル
キ
ャ
ッ
チ
の
う
ま
さ
で
し
た
。「
本
当
に
小

学
生
？
」。
こ
れ
が
大
会
会
場
で
の
第
一
印
象
で
し

た
。
初
出
場
の
わ
が
チ
ー
ム
は
結
果
、
四
戦
全
敗

で
終
わ
り
、
悔
し
が
っ
て
泣
く
子
も
い
ま
し
た
。

自
分
も
負
け
た
ま
ま
終
わ
り
た
く
な
か
っ
た
の

で
、
子
ど
も
た
ち
と
相
談
し
て
続
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
を
教
え
る
難
し
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
最
初
の
悔
し
さ
が
ば
ね
に
な
っ
て
、
厳

し
い
練
習
に
も
耐
え
、
今
年
の
大
会
で
は
負
け
は

し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も
納
得
の
い
く
大
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
は
、

決
し
て
長
く
は
な
い
一
試
合
五
分
の
中
で
ボ
ー
ル

に
集
中
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
不
思
議

な
感
動
を
受
け
た
の
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
コ
ー
チ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
初
め

か
ら
上
手
な
子
よ
り
も
、
そ
う
で
は
な
い
子
が
自

分
な
り
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
姿
、
そ
ん
な

子
の
成
長
を
補
助
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
特
に
成
長
過
程
に
あ
る
子
ど
も
に
は
、
勝
利

優
先
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど

も
の
心
を
育
て
る
努
力
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
勝
つ
喜
び
、
み
ん

な
で
負
け
る
悔
し
さ
を
た
く
さ
ん
経
験
す
る
こ
と

で
自
然
に
集
団
行
動
が
身
に
付
き
、
人
間
形
成
の

基
盤
が
で
き
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
、
ボ
ー
ル
か
ら
逃
げ

る
の
で
は
な
く
、
立
ち
向
か
う
勇
気
や
ア
タ
ッ
ク

さ
れ
た
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
だ
い
ご
味
な

ど
、
小
学
校
で
し
か
味
わ
え
な
い
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

を
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
経
験
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
村
内
に
も
も
っ
と

ド
ッ
ジ
キ
ッ
ズ
が
増
え
、
交
流
会
が
で
き
れ
ば
楽

し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
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私
は
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
い
う
団
体
に
入
っ
て

い
ま
す
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
中
で
、
特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」で
す
。
小
学
生
の

こ
ろ
、
朝
七
時
に
集
合
し
て
、
駅
や
駅
の
周
り
の

ご
み
を
区
別
し
な
が
ら
一
生
懸
命
掃
除
し
ま
し

た
。
正
直
、
朝
早
く
か
ら
や
っ
て
い
た
た
め
に
、

あ
く
び
を
し
た
り
、
う
と
う
と
し
た
目
を
こ
す
っ

青少年
今どきの

た
り
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
掃
除

を
や
り
終
え
た
後
の
解
放
感
の
よ
う
な
す
っ
き
り

し
た
感
じ
は
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
「
ピ
ー
ス
パ
ッ
ク
」で

す
。
こ
れ
は
世
界
中
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

に
送
る
も
の
で
、
一
つ
の
袋
に
、
縄
跳
び
、
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
な
ど
、
日
常

で
必
要
な
も
の
や
遊
ん
だ
り
で
き
る
も
の
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
必
要
な
も

の
が
全
部
入
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
ら
、
袋

を
全
部
集
め
て
、
世
界
中
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち

へ
届
け
ま
す
。
こ
れ
で
少
し
で
も
喜
ん
で
く
れ
る

と
、
私
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

以
上
の
二
つ
の
こ
と
が
、
私
の
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
活
動
で
す
。
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
に
参
加
す
る
こ

と
は
無
理
で
す
が
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
、
な
る

べ
く
た
く
さ
ん
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
の
環
境
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
今
後
の

目
標
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
私
が

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を
辞
め
て
た
と
し
て
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
で

も
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
廃
品
回
収
な
ど
の
活
動
が

あ
る
の
で
、
進
ん
で
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
先
も
、
自
分
が
や
れ
る
限

り
の
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

　

東
海
中
学
校
三
年

こ

い
ず
み

ゆ
う

ほ

石
神
内
宿　

小
泉　

侑
穂

さ
は
や
か
な
風
に
そ
よ
げ
る
牡
丹
の
花
老
わ
れ
は
見
る

サ
ン
グ
ラ
ス
し
て

内　

宿　

飛
田　

静
峰

防
人
の
想
い
を
し
の
び
浜
風
が
梢
を
わ
た
る
関
を
あ
と

に
す

内　

宿　

村
上　

文
江

子
を
育
て
貧
し
き
ま
ま
に
逝
き
し
母
こ
の
日
ご
ろ
わ
が

悔
い
の
み
残
る

船　

場　

村
上
よ
り
こ

春
疾
風
巷
の
埃
巻
き
上
げ
て
視
界
閉
ざ
せ
り
と
な
り
街

み
え
ず

外　

宿　

高
槌　

す
み

鴬
の
鳴
く
声
冴
え
て
雨
あ
と
の
春
を
告
ぐ
る
か
今
朝
の

光
り
は

照　

沼　

藤
井　

幸
雄

ひ
と
と
こ
ろ
明
る
さ
あ
り
て
ど
う
だ
ん
の
つ
つ
じ
の
若

芽
に
春
雨
の
降
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

大
空
に
舞
う
鯉
の
ぼ
り
初
曾
孫
元
輝
げ
ん
き
と
雀
さ
え

ず
る

舟
石
川　

小
川
か
ほ
る

中
東
の
銃
弾
飛
び
か
う
空
悲
し
鯉
舞
う
日
本
の
空
思
い

つ
つ

村　

松　

花
井　

柳
子

新
緑
に
花
が
彩
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
露
天
風
呂
に
て
わ
が

和
み
お
り

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

ケ
ア
ハ
ウ
ス
周
囲
の
木
々
は
濃
き
緑
咲
く
藤
の
花
傾
斜

地
に
見
る

船　

場　

中
井
川
し
げ

櫻
だ
よ
り
弓
友
の
先
輩
と
稽
古
に
励
み
当
り
が
バ
ン
バ

ン
体
は
リ
ハ
ビ
リ

白　

方　

上
野　

光
子

訪
ぬ
れ
ば
波
音
遠
く
静
も
り
ぬ
「
晴
嵐
」
の
碑
に
偲
ぶ
古

南　

台　

櫛
田　

浩
平

車
い
す
に
妻
を
乗
せ
我
肩
に
触
れ
民
生
委
員
さ
ん
は
金

婚
式
場
へ

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

　
　

【
川　

柳
】

国
会
と
書
き
コ
ッ
ケ
イ
と
ル
ビ
を
ふ
る

南　

台　

谷　

ひ
ろ
し
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第12回アートフラッグ展

アートフラッグは発足以来、各展覧会・公募展に出品

することを目標に活動しています。テーマ作品制作で

ちょっと一息、楽しんで描きました。今回の小品展示

テーマは村内風景です。ぜひご来場ください。

〈７月７日（日）～７月13日（土）〉

お
世
話
や
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら

の
厚
い
信
頼
を
お
受
け
し
て
い
る「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
海
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体
が
弱
っ
た
り
、

不
自
由
に
な
っ
た
方
、
痴
ほ
う
の
あ
る
お
年
寄
り
な
ど

を
、
お
世
話
を
し
て
い
る
ご
家
族
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務

①
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
東
海
村
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
を
ご
家
族
に
代

わ
っ
て
行
い
ま
す
。

③
介
護
保
険
の
申
請
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

④
介
護
予
防
教
室（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
健
康
維

持
増
進
の
た
め
の「
い
き
い
き
健
康
教
室
」、
筋
力
を
無

理
な
く
鍛
え
体
力
増
進
を
図
る「
六
十
歳
か
ら
の
健
康

体
操
」、
命
の
源
で
あ
る
食
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
実
習
し
て
い
く「
六
十
歳
か
ら
の
食
生
活
教

室
」
）を
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
自
治
集
会

所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
合
せ　

福
祉
部
福
祉
課
高
齢
福
祉
室

基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
（　

287
局
２
５
１
６
）ま
た
は

地
域
型
支
援
セ
ン
タ
ー（　

287
局
１
１
２
１
）

３３３３３

　

毎
月
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
回
は
、
お
年
寄
り
の

濱恵泉展～竹と土の仮設空間
“トッキー、東海へ行く”

竹と土を使った空間造形──会場の空間全体がひとつ

の作品になっています。竹の裏面の節の突起物を生か

した立体（オブジェ）“トッキー”は、空中を浮遊して東

海の大地を見詰めているかのようです。

〈６月16日（日）～６月29日（土）〉

●開館時間　午前10時～午後７時　※各展

示の最終日は午後３時までとなります。

●場　　所　ＪＲ東海駅（駅舎２階）

●問 合 せ　東海ステーションギャラリー

（　287-3680）

自分の絵展～絵画教室 ART
GARDEN陽　生徒作品展

〈６月30日（日）～７月６日（土）〉

自
分
の
絵
展
は
、
地
元
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
主
婦
、

小
学
生
、
中
学
生
の
作
品
の
展
示
で
す
。
彼
ら
の
世

代
を
超
え
て
共
通
し
た
目
的「
楽
し
ん
で
自
分
の
絵
を

描
く
」に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。(

講
師　

二
紀
会
茨
城
支
部
金
子
陽
之

助
）
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読
み
聞
か
せ
の
す
す
め

　

心
の
栄
養
と
も
言
わ
れ
て
い
る
本
を
、
大
人
た
ち
が

子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
想
像
力
が
身
に
付
く
と
と
も
に
、
本
へ
の
興
味
を
か

き
た
て
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
読
み
聞
か
せ

は
、　

話
し
言
葉
を
覚
え
る　

人
の
話
を
聞
く
態
度
が

身
に
付
く　

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る

　

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
―
―
と
い
っ
た
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
み
聞
か
せ
す
る
大

人
た
ち
の
愛
情
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
う
か
子
ど
も
た
ち

に
、
数
多
く
の
本
を
読

ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
心
豊
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
手
助
け
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

読
み
聞
か
せ
に
お
す
す
め
の
絵
本
紹
介

(

タ
イ
ト
ル
／
著
者
／
出
版
社)

●
〇
歳
児
～
三
歳
児
…｢

あ
め
ふ
り｣

／
ま
つ
い
の
り
こ

作
／
偕
成
社

●
三
歳
児
～
五
歳
児
…｢

コ
ッ
ケ
モ
ー
モ
ー｣

／
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
・
ダ
ラ
ス
作
／
徳
間
書
店

　

国
民
年
金
保
険
料
半
額
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
従
来
ど
お
り
の「
全
額
免

除
制
度
」と
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た「
半
額
免
除
制
度
」で

す
。｢

半
額
免
除
制
度｣

は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
る
こ

と
は
困
難
で
も
、
将
来
、
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の

額
を
少
し
で
も
増
や
し
た
い
と
い
う
方
に
、
保
険
料
の

半
額
を
納
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

保
険
料
免
除
承
認
期
間
は
七
月
か
ら
翌
年
六
月
で
す

　

こ
れ
ま
で
保
険
料
承
認
期
間
は
四
月
か
ら
翌
年
三
月

ま
で
で
し
た
が
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
、
七
月
か
ら
翌

年
六
月
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
平
成
十
四
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四

年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
と
、
七
月
か
ら
平
成
十
五
年
六

月
ま
で
の
保
険
料
承
認
期
間
と
合
わ
せ
て
十
五
か
月
間

承
認
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
の
対
象
者

　
　

前
年
の
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合　

障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年

の
所
得
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
場
合　

生
活
保
護
法

に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合　
　

か
ら　

以

外
の
特
例
的
な
事
由
に
よ
る
場
合
―
―
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
対
象
者
で
す
。　

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
年
金
係（　

282
局
１
７
１
１　

内

線
１
１
３
７
）

●
小
学
校
低
学
年
…｢

あ
か
ね
こ
く
ん｣

／
エ
リ
ッ
ク
・

バ
チ
ュ
作
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館

●
小
学
校
中
学
年
…「
キ
ツ
ネ
」／
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ

ル
ド
作
／
Ｂ
Ｌ
出
版

書
評
・
心
に
残
っ
た
一
冊
の
本

「
島
ひ
き
お
に
」

山
下
明
生
作

梶
山
俊
夫
絵

(

偕
成
社)

　

人
間
た
ち
と
仲
良
く
暮
ら
し
た
い
お
に
は
、
自
分
の

島
を
引
っ
張
っ
て
、
人
間
の
島
々
を
訪
ね
ま
す
。
で

も
、
お
に
を
怖
が
っ
て
誰
も
遊
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
追
い
出
す
こ
と
ば
か
り
を
考
え
ま
す
。

お
に
は
何
も
悪
く
な
い
の
に
信
じ
て
も
ら
え
な
い
。
で

も
、
人
間
を
恨
む
こ
と
も
せ
ず
に
、
次
の
島
を
訪
れ
る

の
で
す
。
お
に
の
悲
し
さ
と
、
優
し
さ
が
「
お
ー
い
、

こ
っ
ち
ゃ
き
て
あ
そ
ん
で
い
け
!
」の
言
葉
と
絵
と
と
も

に
、
心
を
打
ち
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

(

荒
木
秀
子)

たんぽぽの会による読み聞かせ
　毎週土曜日（第５土曜日を除く）

の午後２時から、おはなしコー

ナーで実施しています。

たんぽぽの会メンバー募集中
　入会をご希望の方は、荒木秀子

さん（たんぽぽの会会長　　282-

3955）へお問い合わせください。

休館日
６月10日（月）・17日（月）・24日

(月）・28日（金）

７月１日（月）・８日（月）

国
民
年
金
保
険

料
免
除
制
度
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●対　　象 生後３か月から48か月までの乳幼児

●日　　程

●注意事項　　48か月までに一度受けていれば必

要ありません。　副腎皮質ホルモン剤を使用し

ている方は、医師の確認を取ってください。　

当日は自宅で体温を測り、母子健康手帳を忘れ

ずにお持ちください。

●問 合 せ 福祉部保健年金課保健予防係（内線

1135）

●日　　時　７月16日から30日までの毎週火曜日

（全３回）　午前９時30分～11時

●場　　所　真崎コミュニティセンター

●対　　象　村内在住で、40歳代から50歳代まで

の方（先着40人）

●参 加 費　無料

●そ の 他　保育サービス（予約制）が利用できま

す。

●申し込み・問合せ　６月21日（金）までに、福祉

部保健年金課保健予防係（内線1135）へ申し込み

ください。　

●期日・場所　

●時　　間　午前９時30分～11時

●対　　象　60歳以上の方

●講　　師　植田和子さん（運動指導士）

●そ の 他　事前の申し込みは不要ですので、直

接会場にお越しください。当日は、運動のでき

る服装と靴、タオルをお持ちください。

●問 合 せ　東海村（地域型）在宅介護支援セン

ター（　287-1121）または、東海村（基幹型）在宅

介護支援センター（　287-2516）

対象区域場　所

保　　健

センター

保　　健

センター

日　時

ツベルクリン反応検査

６月24日（月）

13：00～13：45

判定およびＢＣＧ

６月26日（水）

13：00～13：45

ツベルクリン反応検査

６月25日（火）

13：00～13：45

判定およびＢＣＧ

６月27日（木）

13：00～13：45

世帯数

総人口

　男　

　女　

世帯

人

人

人

平成14年5月1日現在

前月比

　＋99

＋132

＋93

＋39

12,381

34,771

17,486

17,285

「60歳からの健康体操」
参加者募集

６・10号／お知
ら
せ

アップ／Jun.

ピ
ッ
ク

ツベルクリン反応検査と
ＢＣＧ接種

ヘルスアップ・エアロビクスＰＡＲＴ２
参加者募集

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月13日（木）　石神コミュニティセンター　
６月14日（金）　真崎集会所　
６月20日（木）　舟石川コミュニティセンター
６月24日（月）　白方コミュニティセンター
６月28日（金）　宿集会所

ご参加ください!　「中央公民館自主グループ」
健康に良い呼吸法　「ヨーガクラブ」

●活 動 日　毎月第１・３金曜日

●時　　間　午前９時30分～11時30分

●場　　所　中央公民館（和室）

●会　　費　2,000円／月

●申し込み・問合せ　小沼洋子さん（　282-1099）

楽しく絵画を学ぼう　「子ども絵画サークル」

●活 動 日　毎月第１・２土曜日

●時　　間　午前９時～正午

●場　　所　中央公民館

●会　　費　1,300円／月（その他、材料代が掛か

　ります）

●申し込み・問合せ　太田由香さん（　282-3119）

内宿、白方、百塚、豊白、県営

東海ＡＰ、冨士の腰住宅、竹

瓦、亀下、荒谷台住宅、外宿、

滝坂社宅、長堀住宅、県営石神

ＡＰ

舟石川、舟石川中丸、船場、真

崎、宿、川根、須和間、押延、

照沼、緑ヶ丘、南台、豊岡、

岡、サイクル機構箕輪、サイク

ル機構太田、サイクル機構百

塚、晴嵐荘官舎



● 17

●活 動 日　毎月第４火曜日　午前10時30分～11

時30分

●場　　所　真崎コミュ二ティセンター

●対　　象　０歳から４歳程度の子どもと、その

親（先着20組）

●内　　容　読み聞かせ、工作、紙芝居など

●費　　用　無料（材料代が掛かります）

●申し込み・問合せ　根本内栄子さん（　287-

0233）または山本浩美さん（　287-2909）

●日　　時　６月30日（日）　午前９時30分～午後

１時

●場　　所　石神コミュニティセンター

●対　　象　村内在住の母子家庭の親子

●費　　用　500円／世帯

●内　　容　ピザ・クッキーを作ります。

●申し込み・問合せ　境洋子さん（東海村母子寡

婦福祉会会長　　282-4817）

親子でご参加ください!
子育てサークル「キャロットクラブ」

訪問介護員（２級課程）養成研修受講生募集

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東海村役場 ２８２－１７１１

生活ダイヤル●主な施設の電話番号

２８２－４５９９

２８７－２５１６

２８３－４３４４

２８３－４８３６

２８２－３４４６

２８４－０３３５

２８７－０１１０

２８２－２００１

２８２－２００８

２６５－７１９１

２４１－４１９９

２８２－２０３８

２８２－９２００

２８２－７０７０

０１２０－４２－４８４８

２８３－３３４４

２８２－３３２９

２８２－３４３５

２８２－７０４９

２８３－０６７３

２８２－８５７１

２８２－８５１１

２８７－３６８０

２８２－２１８８

２８２－２７９７

２８２－７２８９

２８２－４３００

２８２－２８０４

救急医療情報コントロールシステム

東海村消防本部・消防署

防災行政無線放送テレホンサービス

東海村合同庁舎(会議室の予約等)

東海村中央公民館

東海村立図書館

東海村青少年センター

東海村総合体育館

東海村テニスコートクラブハウス

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

東海村立東海病院

東海村保健センター

東海村清掃センター

東海村老人福祉センター｢みどり荘｣

(社福)東海村社会福祉協議会

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣

東海村（基幹型）在宅介護支援センター

東海村在宅福祉サービスセンター

東海村訪問看護ステーション

(社)東海村シルバー人材センター

(財)東海村開発公社

ひたちなか西警察署東海地区交番

東海郵便局

ＪＲ東日本東海駅

常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

東海村石神外宿浄水場

(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)

小・中・高校生のための心の悩み電話相談室

(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

親子で楽しくピザづくり
親子料理教室参加者募集

■期　　日　７月３日（水）から11月29日（金）まで

の間で、全22日間

■場　　所　中央公民館および村内介護保険施設

■対　　象　村内在住で、研修全日程を終了でき

る見込みのある方

■定　　員　20人（定員を超えた場合は抽選）

■受 講 料　無料（ただし、テキスト代・実習費

などとして、12,500円が掛かります）

■問 合 せ　申込書に必要事項を記入の上、６月

20日（木）までに、福祉部福祉課高齢福祉室高齢

福祉係（内線1165）へ申し込みください。

子育てボランティア養成研修受講生募集
■期日・場所 ７月15日（月）／リリー保育福祉

専門学校（水戸市梅香2-1-44）　７月17日（水）／

日立市女性センター（日立市鮎川町1-1-10）

■時　　間 午前９時45分～午後６時

■内　　容 子どもとの接し方や遊び方など、

必要な知識の習得

■定　　員 各会場とも先着50人

■受 講 料 無料（テキスト代が掛かります）

■そ の 他 託児室があります（予約制）。

■申し込み 福祉部福祉課に備え付けの申込書

に必要事項を記入の上、６月24日（月）（当日消

印有効）までに、リリー保育福祉専門学校（〒

310-0022　水戸市梅香2-1-44　　226-0206）へ

申し込みください。

■問 合 せ 福祉部福祉課児童福祉係（内線1168）

　農業経営に役立つ複式農業簿記の講習会です。

■日　　時 ７月３日（水）・10日（水）・17日（水）

…午前10時～午後４時　７月31日（水）・８月８

日（木）…午後１時30分～４時

■場　　所 茨城県市町村会館（水戸市笠原町

978-26）

■対　　象 認定農業者、女性農業者、新規就

農者などの農業者

■定　　員 先着25人

■受 講 料 1,500円／人

■申し込み・問合せ 東海村農業委員会事務局

（経済環境部経済課内　内線1437）

茨城県アグリマネージメントスクール受講生募集

　村内在住・在学の高校生の皆さん!　一緒にボ
ランティア活動をしてみませんか？

■会　　費 1,200円／年

■申し込み・問合せ 青少年センター

東海村高校生会会員募集
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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午前９時30分～正午、午後１時～２時

救急医療情報コントロールシステム(　241-4199)

診療時間

問 合 せ

  期日

2日（日）

9日（日）

16日（日）

23日（日）

30日（日）

病医院名

武藤小児クリニック

東海病院

尾形医院

東海病院

長澤医院

電話番号

282-7722

282-2188

282-4781

282-2188

282-2009

6

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　青少年育成東海村民会議で開催する①母と子

のサロン②ちびっこ集まれ③ふるさと少年教室

――事業での、アドバイザーを募集します。

●対　　象　20歳以上の方（各事業10人程度）

●申し込み・問合せ　６月22日（土）までに、青

少年育成東海村民会議事務局（青少年セン

ター内）へ申し込みください。

青少年育成東海村民会議の事業
ボランティア実行委員募集

　

　社会福祉協議会では、金婚祝賀会の開催に当た

り、平成14年４月１日から平成15年３月31日まで

の１年間に結婚50周年を迎えるご夫妻の把握調査

を実施しています。

●問 合 せ　この調査には各地区の民生委員が当

たっていますが、該当するご夫妻のお宅を民生

委員が訪れていないときは、６月21日（金）まで

に社会福祉協議会または各地区の民生委員へご

連絡ください。

調理師国家試験
受験者募集

調理師国家試験

●日　　時　９月29日（日）　午前９時15分から

●場　　所　学校法人水城高等学校（水戸市白梅

2-1-45）

予備講習会

●日　　時　９月26日（木）・27日（金）　午前９時

～午後４時

●場　　所　那珂湊公民館（ひたちなか市鍛治屋窪

3366　　263-7266）

●受 講 料　29,000円

申し込み・問合せ　

　いずれも、６月12日（水）から７月21日（日）まで

に、大上登喜男さん（ひたちなか調理師会東海支部

　282-2462）へ申し込みください。

　ミュージカルの意識と技術力を身に付けるため

のワークショップを行います。

第１部　ダンス・演技・歌唱レッスン

●日　　程　７月から10月までの、主に日曜日

（月３回程度）　※７月７日（日）に、オリエン

テーションを行います。

●参 加 費　2,000円／人

第２部　イベントに向けたレッスン

●日　　程　11月～平成15年１月　※平成15年１

月18日（土）の修了イベントに向けたレッスン。

第２部からの参加はできません。

●参 加 費　無料

申し込み・問合せ

　（財）東海村文化・スポーツ振興財団（東海文化セ

ンター内）なお、６月15日（土）の午後１時から、東

海文化センターでワークショップについての詳し

い説明会を行います。

ご協力ください!
金婚対象者の把握調査

　　　　　５月下旬から10月末ごろまでは、スズメバチ

の活動が活発になる季節です。村では、スズメ

バチの害を無くすために、主に一般住宅にでき

た「スズメバチの巣」の駆除をしています。

　安全で快適な生活環境のために、自宅または

近所でスズメバチの巣を見つけた場合は、すぐ

にご連絡ください。駆除費用は無料です。

●問 合 せ　経済環境部環境保全課環境保全係

（内線1452）

「スズメバチの巣」駆除します

住民参加ミュージカルin東海村
ワークショップ参加者募集　「インフォメーション2002」は（財）東海村文化・

スポーツ振興財団の平成14年度の事業内容や、施

設の概要を紹介したパンフレットです。東海文

化センターほか、村内の公共施設に備えてあり

ますので、どうぞご利用ください。

●問 合問 合問 合問 合問 合 せせせせせ　（財）東海村文化・スポーツ振興財

団（東海文化センター内）

ご覧ください!　インフォメーション2002
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　　　　　昨年、「郷土民話の再生“蘇れ!  －村の魂－」と
題された講座が中央公民館で開催され、その受講

生が「東海村のむかし話と伝説」の中から「おかめ

笠ぬき田」「石神溜の人柱」の話をビデオ化、また

「村松虚空蔵尊の黒絵馬」の話を紙芝居として作

りました。これらの作品には、子どもたちにふ

るさと東海村を大好きになってもらいたいとい

う願いが込められています。

　ビデオと紙芝居は保育所・幼稚園・小学校の

ほか、村内の社会教育施設に置いてあります。

また、中央公民館で貸し出しをしています。

●申し込み・問合せ　中央公民館

東海村の昔話が、ビデオと紙芝居に!

　平成６年に再集結された海援隊の、武田鉄矢・

中牟田俊夫・千葉和臣による楽しいトークコン

サート。

◆日　　時 ７月27日（土）　午後６時開演

◆場　　所 ゆうゆう十王・Ｊホール

◆チケット料　4,000円（全席指定）

◆問 合 せ ゆうゆう十王・Ｊホール（　0293-

32-7111）

　もうすぐ夏。夏の大洗では、さまざまなイベン

トが皆さんをお待ちしています。海水浴と合わせ

て、ぜひお出掛けください。

海水浴場開設期間

◆期　　間　７月20日（土）～８月18日（日）

大洗海上花火大会

◆日　　時　７月27日（土）　午後７時30分～９時

◆場　　所　大洗サンビーチ

’02ビーチバレー大洗

◆期　　日　７月27日（土）・28日（日）　　

◆場　　所　大洗サンビーチ

盆踊りの夕べ

◆期　　日　８月４日（日）　　

◆場　　所　大洗マリンタワー前芝生広場

八 朔 祭

◆期　　日　８月24日（土）・25日（日）　　

◆場　　所　全町・大洗磯前神社

◆内　　容　歩行者天国、磯節パレード、神輿渡

御、山車巡行ほか

ボディーボードカーニバルin大洗

◆期　　日　８月25日（日）　　

◆場　　所　大洗サンビーチ

問 合 せ

　大洗町商工観光課（　267-5111）

十王町●海援隊トーク＆ライブ

大洗町●夏のイベント

　平安時代末から常陸地方を支配した佐竹氏が、

秋田へ国替えとなって今年で400年。これを記念

した催しが開催されます。

郷土資料館特別展「常陸佐竹氏国替え、秋田へ」

　佐竹氏国替え当時に活躍した義宣・義重父子を

中心に、貴重な資料が400年ぶりに里帰り。

◆期　　日　　　　　６月15日（土）～８月４日（日）　※月

曜日および７月９日（火）は休館となります。

◆開館時間　午前９時～午後４時30分

◆場　　所　常陸太田市郷土資料館（西2町2186）

◆入 場 料　無料

◆問 合 せ 常陸太田市教育委員会生涯学習課

（　0294-72-8888）

ふるさと文化子どもまつりin常陸太田

　子どもたちが中世佐竹氏の時代や地域の民俗芸

能を見て、調べた活動成果を披露します。

◆期　　日　７月６日（土）・７日（日）

◆時　　間　午前９時30分～午後３時30分

◆場　　所　常陸太田市生涯学習センター（中城

町3280）、およびその周辺

◆問 合 せ　常陸太田市生涯学習センター（　

0294-72-8888）

常陸太田市●佐竹氏国替え400年

開催場所

茨城県三の丸庁舎

（旧県庁舎）

茨城県南生涯学習セ

ンター

茨城県西生涯学習セ

ンター

申し込み

問合せ

開設日

木曜日（月２回）

日曜日（月２回）

木曜日（月２回）

日曜日（月２回）

木曜日（月４回）

開設時間

午後５時～８時

午後２時～５時

午後６時～９時

午前９時～正午

午後５時～８時

水戸保健所健康増進課（　

244-2828）　※予約受付…午

前９時～11時30分

茨城県保健福祉部児童福祉課

（　301-3257）

　お気軽にご相談ください　
不妊専門相談センター
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夢は…。“保育士”
おおやま あや な

中丸小学校６年●大山　彩名

　私は将来、保育士になりたいと思っています。

　小さい子どもたちと遊んだり、掲示物をたくさん作っ

たりして、楽しく過ごしたいです。

　なぜ、そんなに保育士になりたいのかは、自分でもよ

く分かりません。

　でも、小さい子が好きということと、ものを作るのが

好きということが保育士になりたい一番の理由だと思い

ます。

　ところで、最近私は将来のことで困っていることがあ

ります。それは、このごろ声優にもあこがれてきている

ということです。

　そのようなわけで、将来私はどんな職業に就いている

のか分かりません。

　でも、自分の夢に向かって、精いっぱい頑張りたいと

思います。

Dream-15

まし こ さ や か

益子沙也加ちゃん●

　
くつとり

　保育所で、たくさんのお友達と一
緒に「くつとり」（鬼ごっこ）をしたとき
の様子をかいてくれた沙也加ちゃん
（５歳）。
　「鬼さんになって、みんなを追い掛
けるのが楽しい」と、「くつとり」の楽
しさについて話してくれました。

〈東海村公式ホームページアドレス〉　　http://www.net-ibaraki.ne.jp/tokai/

広
報 
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「
コ
ー
キ
!　

コ
ー
キ
!
」
と
、
長

ひ
で

ま
さ

男
・
秀
正（
二
歳
七
か
月
）は
、
空
を
指
差

し
て
飛
行
機
を
見
つ
け
る
の
が
得
意
で

す
。
小
さ
く
生
ま
れ
た
秀
正
は
、
間
も

そ

け
い

な
く
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
診
断
さ
れ
、
そ

の
後
も
気
管
支
炎
な
ど
で
三
度
の
入

院
、
ま
た
額
に
四
針
も
縫
う
け
が
を
し

た
り
と
、
心
配
の
連
続
で
し
た
。
さ
ら

え

り

に
昨
年
は
、
妹
の
絵
里
（
一
歳
二
か
月
）

が
生
ま
れ
、
毎
日
が
必
死
で
大
変
な
時

き
ょ
う
だ
い

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
兄
妹
で

よ
く
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
絵
里

は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
動
き
が
気
に
な

り
、
後
を
付
い
て
回
り
、
何
を
す
る
の

も
一
緒
で
す
。
秀
正
は
、
言
葉
が
少
し

ず
つ
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、「
こ

れ
は
？
」と
い
う
質
問
が
多
く
な
り
、
い

ろ
い
ろ
覚
え
始
め
、
親
の
言
葉
使
い
や

行
動
ま
で
ま
ね
を
し
ま
す
。
食
事
が
終

わ
る
と
「
ゴ
ト
マ
マ
（
ご
ち
そ
う
さ
ま
）
」

と
言
っ
て
、
得
意
気
に
茶
わ
ん
を
流
し

台
に
入
れ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
い
た

ず
ら
盛
り
で
、
し
か
る
こ
と
も
多
い
毎

日
で
す
が
、
良
い
こ
と
を
し
た
と
き

は
、
た
く
さ
ん
褒
め
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
き
、
こ
ん
な
不
器
用
な
母

の
下
、
よ
く
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
く
れ

た
な
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
ら

れ
、
自
分
を
強
く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

親
に
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
と
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
主
人
を
は
じ
め
両
親
や

友
人
知
人
の
、
多
く
の
励
ま
し
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
一
つ
一
つ
を
乗
り
越
え

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

感
謝
の
思
い
か
ら
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
、
育
児
真
っ
最
中
の
親
子

に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
の
私
の
ひ
そ
か
な
願
い
は
、
い
つ

か
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、

世
界
中
に
友
人
を
た
く
さ
ん
つ
く
れ
る

よ
う
に
、
そ
し
て
一
緒
に
旅
行
が
で
き

た
ら
い
い
な
…
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
尊
敬
す
る
詩
人
の
詩
の
中
に
、

「
心
が
強
く
あ
る
こ
と
が　

自
身
の
幸
福

は
ぐ
く

の
土
台
で
あ
り　

家
族
を
守
り
育
む
母

の
翼
と
な
る　

だ
か
ら
こ
そ　

母
よ
徹

し
て　

強
く
あ
れ
!　

断
じ
て　

負
け

る
な
!
」と
あ
り
ま
す
。
辛
い
と
き
も
こ

れ
を
読
む
と
勇
気
が
出
ま
す
。

　

さ
あ
、
今
日
も
ま
た
子
ど
も
と
と
も

に
頑
張
ろ
う
!

Dream-15


